
人、自然、科学を結ぶ　学研都市精華町 
「はなそう」 

H A N A S O U

世界最大の文字盤を誇る、けいはんなプラザ日時計の
レーザー光線の照射テストが６月24日(木)、行われました。
町内企業20社による「けいはんな学研都市精華地区まちづ
くり協議会」が呼びかけたものです。装置の故障で封印さ
れていたレーザー光線。駆けつけた大勢の人たちは、北極
星を指す14年ぶりの美しい光線に歓声を上げていました。
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―
ど
の
よ
う
な
事
業
を
手
が
け
て

お
ら
れ
る
の
で
す
か
。

名
刺
に
特
化
し
た
印
刷
業
を
展
開

し
て
い
ま
す
。
平
成
５
年
に
創
業
を

開
始
し
て
か
ら
名
刺
１
本
で
や
っ
て

き
ま
し
た
。
弊
社
の
特
徴
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
24
時
間
い
つ

で
も
ど
こ
か
ら
で
も
発
注
で
き
る
独

自
開
発
の
ｗ
ｅ
ｂ
名
刺
発
注
シ
ス
テ

ム
を
使
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

―
名
刺
に
特
化
し
た
事
業
を
し
よ

う
と
さ
れ
た
き
っ
か
け
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

以
前
は
、
中
堅
印
刷
会
社
の
子
会

社
の
社
長
を
し
て
い
ま
し
た
。当
時
、

会
社
の
事
業
が
転
換
期
に
あ
り
、
そ

こ
で
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
を
考
え
て
い

た
と
こ
ろ
、
名
刺
に
た
ど
り
着
い
た

の
で
す
。

名
刺
は
、
同
じ
会
社
で
も
人
に

よ
っ
て
内
容
が
違
う
の
で
小
ロ
ッ
ト

生
産
に
な
り
ま
す
が
、
間
違
い
は
許

さ
れ
ま
せ
ん
し
、
会
社
や
ビ
ジ
ネ
ス

マ
ン
の
顔
で
す
か
ら
高
い
品
質
が
求

め
ら
れ
る
う
え
に
短
納
期
で
す
。
こ

の
よ
う
に
非
常
に
厳
し
い
名
刺
印
刷

で
す
が
、売
り
上
げ
や
収
益
は
低
く
、

印
刷
業
者
に
と
っ
て
魅
力
が
少
な
い

も
の
な
の
で
す
。

し
か
し
、
私
は
逆
に
名
刺
に
特
化

す
る
こ
と
で
ビ
ジ
ネ
ス
が
成
り
立
つ

と
考
え
ま
し
た
。
そ
れ
で
親
会
社
に

企
画
書
を
提
出
し
た
の
で
す
が
、
認

め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
で
も

こ
れ
は
絶
対
に
成
功
す
る
と
思
い
、

一
念
発
起
し
て
起
業
し
た
の
で
す
。

―
現
在
で
は
ど
れ
ぐ
ら
い
の
企
業
と

取
引
を
さ
れ
て
い
る
の
で
す
か
。

約
６
０
０
社
の
企
業
と
取
引
が
あ

り
、
な
か
に
は
皆
さ
ん
が
よ
く
ご
存

じ
の
大
手
企
業
も
あ
り
ま
す
。
大
手

企
業
の
グ
ル
ー
プ
会
社
な
ど
を
細
か

く
数
え
る
と
、
１
０
０
０
社
ぐ
ら
い

あ
る
と
思
い
ま
す
。

た
だ
、
移
転
な
ど
も
あ
っ
て
、
こ

こ
２
年
間
は
十
分
な
営
業
が
で
き

な
か
っ
た
の
で
、
今
後
は
取
引
企

業
を
増
や
す
こ
と
に
力
を
入
れ
て
い

き
ま
す
。

―
そ
れ
だ
け
の
企
業
と
取
引
が
あ

る
う
え
に
、
高
品
質
・
短
納
期

だ
と
大
変
で
す
ね
。

特
に
大
手
企
業
で
あ
れ
ば
、
異
動

や
社
名
変
更
な
ど
で
一
時
期
に
大
量

の
発
注
が
出
る
こ
と
が
あ
り
、
何
千

人
分
の
名
刺
を
１
週
間
や
時
に
は

３
〜
４
日
で
納
品
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

今
ま
で
の
名
刺
の
発
注
と
い
え

ば
、
実
物
な
ど
に
変
更
内
容
を
書
き

込
ん
で
発
注
担
当
者
に
依
頼
、
発
注

担
当
者
は
内
容
の
チ
ェ
ッ
ク
や
納

期
・
料
金
の
確
認
な
ど
を
し
て
印
刷

会
社
に
発
注
し
ま
す
。
印
刷
会
社
で

株式会社
サンライズジャパン

�代 表 者 坂本 日出明 代表取締役

�創　　業 平成５年10月１日

�資 本 金 1000万円

�従業員数 29人

�本社概要 京都本社÷研究開発センター
(精華町光台三丁目2番地13)
(4 29_9039・6 29_9040)
敷地面積：962.22�
建物延床面積：447�
操業開始：平成20年9月1日

�公式ホームページ
http://www.sunrisejapan.co.jp/

�Eメールアドレス
info@sunrisejapan.co.jp

は
、
変
更
内
容
を
確
認
し
な
が
ら
パ

ソ
コ
ン
な
ど
で
修
正
し
、
作
成
し
た

も
の
に
間
違
い
が
な
い
か
再
確
認
し

て
印
刷
を
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
名

刺
印
刷
は
発
注
側
・
受
注
側
と
も
に

煩
雑
な
作
業
が
山
積
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
弊
社
の
ｗ
ｅ
ｂ
名
刺
発

注
シ
ス
テ
ム
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
画
面
上
で
個
々
の
情
報
を
入
力

す
る
と
、
完
成
品
を
画
面
上
で
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
、
後
は
数
量
を
入

力
す
る
だ
け
で
す
。
情
報
を
送
信
す

る
と
発
注
担
当
者
に
メ
ー
ル
が
送
ら

れ
、
発
注
担
当
者
は
そ
れ
を
画
面
上

で
確
認
し
て
承
認
す
る
だ
け
で
す
。

後
は
弊
社
に
そ
の
情
報
が
届
き
、
弊

社
で
の
チ
ェ
ッ
ク
を
経
て
印
刷
さ
れ

た
後
は
、
指
定
さ
れ
た
場
所
に
名
刺

が
届
き
ま
す
。
両
者
と
も
に
大
幅
な

経
費
や
負
担
の
削
減
に
な
り
ま
す
。

専
用
ソ
フ
ト
で
は
な
く
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
ブ
ラ
ウ
ザ
ー
を
使
用
し

て
い
る
の
で
、
導
入
コ
ス
ト
も
か
か

り
ま
せ
ん
。
自
社
開
発
の
シ
ス
テ
ム

で
す
の
で
、
各
社
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ

せ
た
柔
軟
な
対
応
も
可
能
で
す
。
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ス
ピ
ー
ド
納
期
を
可
能
に
し
て
い

る
点
で
い
え
ば
、
独
自
開
発
し
た
名

刺
梱
包
機
も
一
役
買
っ
て
い
ま
す
。

印
刷
し
た
名
刺
を
決
ま
っ
た
枚
数
に

分
け
、
配
送
用
封
筒
に
自
動
的
に
梱

包
し
て
い
く
と
い
う
も
の
で
す
。
こ

れ
は
弊
社
に
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

―
こ
の
ほ
か
に
も
他
社
に
は
な
い

強
み
は
あ
り
ま
す
か
。

弊
社
の
強
み
は
、
名
刺
に
特
化
し

た
こ
と
で
得
た
名
刺
印
刷
の
ノ
ウ
ハ

ウ
で
す
。
お
客
さ
ん
と
会
話
す
る
な

か
で
得
た
情
報
で
、
お
客
さ
ん
が
困
っ

て
い
る
こ
と
や
今
の
経
費
は
ど
れ
く

ら
い
か
な
ど
は
、
す
ぐ
に
分
か
り
ま

す
。
そ
こ
を
指
摘
し
的
確
な
ア
ド
バ

イ
ス
を
す
る
こ
と
で
、
９
割
方
他
社

に
決
ま
り
か
け
て
い
た
案
件
で
も
逆

町
で
開
催
）
に
も
参
加
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

―
学
研
都
市
、
精
華
町
の
印
象
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

最
初
に
来
た
と
き
か
ら
こ
の
地
域

が
好
き
で
し
た
。
と
て
も
環
境
の
良

い
と
こ
ろ
で
す
ね
。
朝
か
ら
ゴ
ミ
拾

い
を
さ
れ
て
い
る
方
も
お
ら
れ
、
道

も
き
れ
い
で
す
。
首
都
圏
か
ら
多
く

の
お
客
さ
ん
に
来
て
い
た
だ
き
ま
す

が
、
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
の
よ
う
な
雰

囲
気
で
素
晴
ら
し
い
と
評
判
で
す
。

―
今
後
の
展
開
や
抱
負
な
ど
を
お

願
い
し
ま
す
。

現
在
、
急
速
に
携
帯
電
話
が
高
機

能
化
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
携
帯
電

話
か
ら
名
刺
を
発
注
し
て
、
出
張
先

で
も
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
サ
ー

ビ
ス
な
ど
も
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
は
企
業
中
心
で
し
た
が
、
ビ
ジ

ネ
ス
サ
イ
ト
を
立
ち
上
げ
る
な
ど
し

て
個
人
向
け
サ
ー
ビ
ス
も
展
開
し
て

い
き
た
い
で
す
ね
。

一
昨
年
の
景
気
後
退
で
は
、
名
刺

の
発
注
が
大
幅
に
減
っ
て
弊
社
も
大

き
な
影
響
を
受
け
ま
し
た
が
、
こ
の

春
か
ら
は
次
第
に
回
復
し
て
い
ま

す
。
名
刺
の
発
注
量
か
ら
企
業
活
動

が
活
発
に
な
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い

ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
「
名
刺
日
本
一
」

を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。
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転
で
き
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

も
う
１
つ
、
営
業
の
秘
訣
が
私
の

名
刺
に
あ
り
ま
す
。
実
は
マ
ラ
ソ
ン

を
し
て
い
ま
し
て
、
名
刺
に
、
走
っ

て
い
る
自
分
の
イ
ラ
ス
ト
を
入
れ
て

い
ま
す
＝
上
タ
イ
ト
ル
部
分
写
真
。

こ
の
名
刺
を
出
す
こ
と
で
相
手
の
興

味
を
引
き
、
雑
談
を
し
な
が
ら
自
分

の
ペ
ー
ス
に
話
を
持
っ
て
い
き
ま

す
。「
た
か
が
名
刺
、
さ
れ
ど
名
刺
」

で
、
名
刺
は
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
の
顔
で

す
か
ら
、
そ
こ
で
イ
ン
パ
ク
ト
を
与

え
る
こ
と
も
重
要
で
す
。
た
だ
し
、

状
況
と
人
を
見
て
、
イ
ラ
ス
ト
入
り

の
名
刺
と
、
入
っ
て
い
な
い
名
刺
を

き
ち
ん
と
使
い
分
け
て
い
ま
す
よ
。

―
マ
ラ
ソ
ン
が
趣
味
な
ん
で
す

ね
。

５
年
ほ
ど
前
か
ら
始
め
ま
し
た
。

今
の
記
録
は
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
で
３
時

間
28
分
で
す
。
今
年
の
11
月
で
60
歳

に
な
り
ま
す
が
、
目
標
は
60
歳
台
で

３
時
間
を
切
る
こ
と
で
す
。
な
か
な

か
難
し
い
目
標
で
す
が
、
あ
き
ら
め

ず
に
続
け
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

マ
ラ
ソ
ン
は
仕
事
と
も
密
接
に
関

係
し
て
い
て
、
私
は
マ
ラ
ソ
ン
で
忍

耐
力
や
行
動
力
が
つ
き
ま
し
た
。
出

勤
前
に
練
習
を
す
る
こ
と
で
朝
一
番

か
ら
体
が
活
発
に
動
き
ま
す
し
、
病

気
も
全
然
し
ま
せ
ん
。
お
か
げ
で
１

日
に
１
３
０
社
を
訪
問
し
た
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

今
年
は
、
精
華
マ
ラ
ソ
ン
（
精
華

「
マ
ラ
ソ
ン
で
忍
耐
力
や

行
動
力
が
つ
き
ま
し
た
」

「
マ
ラ
ソ
ン
で
忍
耐
力
や

行
動
力
が
つ
き
ま
し
た
」



西
北
地
区
の
河
村
年
郎
さ
ん
と
東

畑
地
区
の
岩
前
千
加
子
さ
ん
が
、
３

月
に
行
わ
れ
た
第
１
回
町
議
会
定
例

会
で
同
意
を
得
て
、
７
月
１
日
付
け

で
法
務
大
臣
か
ら
人
権
擁
護
委
員
に

委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
は
、
皆
さ
ん
に
人

権
に
つ
い
て
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
な
啓
発
活
動
や
人
権
相
談
を

受
け
る
な
ど
の
活
動
を
し
て
い
ま

す
。任

期
は
、
平
成
25
年
６
月
30
日
ま

で
の
３
年
と
な
り
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ

人
権
啓
発
課
人
権
啓
発
係

（
4
９
５
―
１
９
１
９
）

（
6
９
５
―
３
９
７
４
）

京
都
府
で
は
、
人
権
擁
護
委
員
に

よ
る
人
権
特
設
相
談
を
、
府
庁
と
各

広
域
振
興
局
に
開
設
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
京
都
地
方
法
務
局
と
京

都
府
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
の
協
力

を
得
て
、
こ
れ
ま
で
の
通
常
の
人
権

相
談
に
加
え
て
行
う
も
の
で
す
。
弁

護
士
委
員
・
子
ど
も
人
権
委
員
会
委

員
・
男
女
共
同
参
画
社
会
推
進
委
員

会
委
員
と
い
っ
た
専
門
的
知
識
を
持

つ
人
権
擁
護
委
員
が
相
談
に
応
じ
ま

す
。
相
談
は
、
無
料
・
秘
密
厳
守
で

行
い
ま
す
。

精
華
町
が
含
ま
れ
る
山
城
広
域
振

興
局
管
内
（
田
辺
総
合
庁
舎
・
木
津

総
合
庁
舎
）
の
相
談
は
、
次
の
日
程

で
行
い
ま
す
。

▼
相
談
内
容
・
日
時

◆
弁
護
士
委
員
に
よ
る
相
談

・
田
辺
総
合
庁
舎

12
月
16
日
�

・
木
津
総
合
庁
舎

９
月
16
日
�

◆
子
ど
も
人
権
委
員
会
委
員
に
よ

る
相
談

・
田
辺
総
合
庁
舎

８
月
19
日
�

・
木
津
総
合
庁
舎

11
月
18
日
�

◆
男
女
共
同
参
画
社
会
推
進
委
員

会
委
員
に
よ
る
相
談

・
田
辺
総
合
庁
舎

10
月
21
日
�

・
木
津
総
合
庁
舎

平
成
23
年
１
月
20
日
�

◆
従
来
通
り
の
人
権
相
談

・
田
辺
総
合
庁
舎

平
成
23
年
２
月
17
日
�

・
木
津
総
合
庁
舎

平
成
23
年
３
月
17
日
�

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
１
時
〜

４
時
で
、
予
約
不
要
で
す
。

▼
主
催

京
都
府
・
京
都
地
方
法
務
局
・
京

都
府
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

○
問
い
合
わ
せ

京
都
府
府
民
生
活
部
人
権
啓
発
推

進
室
（
企
画
・
推
進
担
当
）

（
4
０
７
５
―
４
１
４
―
４
２
７
１)
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■日　時 9月11日(土)
◆午前の部　午前９時30分～正午
◆午後の部　午後２時～４時30分
■場　所
けいはんなプラザ メインホール
〔京都府立けいはんなホール(メインホール)〕
■対象者
町内在住で、70歳(数え年)以上の方
■内　容
◆第一部　式典
◆第二部　演芸
◇合唱　精華町少年少女合唱団
◇歌謡ショー

○問い合わせ
福祉課 社会福祉係 (4 95-1904・6 95-3974)

みんなで築こう　人権の世紀

～考えよう　相手の気持ち

育てよう　思いやりの心～

８月は

「人権強調月間」
です

河村年郎さん

人
権
特
設
相
談
ス
タ
ー
ト

人
権
擁
護
委
員
が
応
じ
ま
す

岩前千加子さん

人
権
擁
護
委
員
に

２
氏
新
任

人
権
擁
護
委
員
に

２
氏
新
任



�日　　時　８月27日(金)までの毎週火～土曜日　
　　　　　　午前10時～11時45分・午後１時～３時45分

※木曜日は午後のみ利用可能です。 
※小・中学生の利用時間は、午後のみで
す。 
※幼児は午前中の幼児用プールのみ利用
可能です。午後は保護者同伴で大人用
プールも利用できます。 

 
�対 象 者　町内在住・在勤の方 
 
�そのほか　・小学３年生以下の子どもは、必ず保護

者が同伴してください。 
・健康状態は各自で責任を持ってくだ
さい。 
・事故の場合、応急処置のみを行います。 
・監視員の指示には必ず従ってください。 
・スイミングキャップは必ず持参、着用
してください。 
 

○問い合わせ 
　かしのき苑 
　 (4 94-5200・6 93-2278)

　かしのき苑では夏休み期間中、プールを一般
開放しています。町内在住・在勤の方であれば、
どなたでもご利用できます。ぜひお越しください。 

�募集内容 
　◆ポスターの部　河川美化を主題としたもの 
画用紙四つ切り(24cm×29cm)・対象者：小・
中学生

　◆標語の部　河川美化を主題としたもの
　◆短歌の部　木津川を主題としたもの
　◆俳句の部　木津川を主題としたもの
　◆詩の部　木津川を主題としたもの(800字以内)
　◆作文の部　木津川や河川美化を主題としたもの
　　1,600字以内・対象者：小・中学生
　◆書道の部　木津川や河川美化を主題としたもの
　　小・中学生の場合、18.5cm×70cm 
　◆写真の部　木津川やその支流を主題としたもの 
白黒・カラーとも四つ切り、組み写真は5枚以
内で、キャビネサイズ(18cm×24cm)以上、四
つ切り以下

 
�対　象　者　町内在住・在勤の方 
 
�申込方法　直接、または郵送で、下記のところへ。 
 
�申込期間　８月27日(金)まで(必着)
 
○申し込み・問い合わせ 
　〒619_0285(個別番号)
精華町役場 衛生課「木津川を美しくする作品募集」係 
(4 95_1905・6 95_3974)

「木津川を美しくする作品」募集 「木津川を美しくする作品」募集 

　今年６月に改正法が施行され、借り入れ総額が「年
収の３分の１」を超える場合、新規の借り入れが
できなくなりました。 
 
借り入れや返済のお悩みは、お早めに相談を 
 
相談窓口の連絡先は、以下の電話番号でご案内し
ます。 
・金融庁 金融サービス利用者相談室 
　〔4 0570_016_811(ナビダイヤル)・03_5251_6811〕
・消費生活相談窓口 消費者ホットライン 
　 (4 0570_064_370)
 
法律の詳しい内容は、金融庁ウェブサイト
(http://www.fsa.go.jp/)でご確認ください。 

貸金業法が大きく変わります 貸金業法が大きく変わります 

5 HANASOU
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展示作品を募集
第６回シルバー文化展

10月４日(月)～７日(木)開催のシルバー文化展で
は、高齢者の作品を発表する場を設けます。ふるっ
てご応募ください。
�対 象 者 町内在住で、作品の搬入出を自分でで

きる60歳以上の方
�作品内容 絵画・書道・写真・手芸品など手作り

の作品(１人２作品以内)
�申込期間 ９月15日(水) 午後５時まで
�申込方法 電話で下記のところへ。

※規格などの内容をお聞きします。
�そのほか 作品の大きさや重さなどに制限があり

ます。

○申し込み・問い合わせ
精華町シルバー人材センター
(4 98_0510・6 98_0670)



４
月
号
で
も
お
知
ら
せ
し
た
通

り
、
小
学
生
全
学
年
の
外
来
医
療
費

が
９
月
１
日
�
か
ら
、
医
療
費
助
成

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

現
在
助
成
の
対
象
と
な
っ
て
い
る

の
は
、
就
学
前
の
乳
幼
児
の
外
来
医

療
費
と
、
小
学
校
を
卒
業
す
る
ま
で

の
児
童
の
入
院
医
療
費
で
、
今
回
は

こ
れ
が
拡
大
さ
れ
る
も
の
で
す
＝
下

図
参
照
。

こ
れ
に
よ
り
、
小
学
生

の
外
来
医
療
費
の
自
己
負

担
額
も
１
カ
月
１
医
療
機

関
に
つ
き
２
０
０
円
と
な

り
ま
す
。
京
都
府
内
の
医

療
機
関
に
通
院
し
た
場
合

は
、
窓
口
で
２
０
０
円
を

支
払
う
の
み
で
す
。

京
都
府
外
の
医
療
機
関

に
通
院
し
た
場
合
は
、

い
っ
た
ん
医
療
保
険
の
自

己
負
担
額
を
支
払
っ
た

後
、
町
役
場
に
申
請
す
る

と
、
自
己
負
担
額
の
２
０

０
円
を
超
え
た
分
が
給
付

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す

（
給
付
の
対
象
は
保
険
適

用
分
の
み
）。

該
当
す
る
方
に
は
、
次

の
方
法
で
受
給
者
証
を
交

付
し
ま
す
の
で
、
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

〈
小
学
生
の
方
〉

８
月
初
旬
に
申
請
書
を
郵
送
し
ま

す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
提
出
さ
れ
た

方
に
は
新
し
い
受
給
者
証
（
ピ
ン
ク

色
）
を
８
月
下
旬
に
郵
送
で
交
付
す

る
予
定
で
す
。
入
院
医
療
費
の
助
成

に
使
用
す
る
受
給
者
証
（
白
色
）
は
、

こ
れ
ま
で
通
り
使
用
で
き
ま
す
。

※
現
在
何
も
受
給
者
証
を
お
持
ち
で

な
い
方
は
、
今
回
申
請
さ
れ
る
と

２
種
類
の
受
給
者
証
（
ピ
ン
ク

色
・
白
色
）
を
併
せ
て
交
付
し
ま

す
。

〈
３
歳
以
上
で
小
学
校
就
学
前
の
方
〉

新
し
い
受
給
者
証
を
８
月
下
旬
に

郵
送
で
交
付
す
る
予
定
で
す
の
で
、

お
手
元
の
受
給
者
証
（
ピ
ン
ク
色
）

と
交
換
し
て
く
だ
さ
い
。
も
う
一
方

の
受
給
者
証
（
白
色
）
は
、
こ
れ
ま

で
通
り
使
用
で
き
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ

住
民
課
年
金
医
療
係

（
4

９
５
―
１
９
１
５
）

（
6

９
５
―
３
９
７
４
）

京
都
府
で
は
、
地
域
に
暮
ら
す

方
々
が
協
働
し
て
暮
ら
し
や
す
い
魅

力
的
な
地
域
を
作
る
「
地
域
力
再
生

活
動
」
を
応
援
し
ま
す
。
９
月
１
日

�
か
ら
は
、
本
年
度
２
回
目
の
募
集

が
始
ま
り
ま
す
。

▼
対
象
団
体

自
治
会
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク

ル
・
子
ど
も
会
な
ど
、
住
民
が
中

心
と
な
っ
た
団
体

※
政
治
・
宗
教
な
ど
に
か
か
わ
る

団
体
、
営
利
を
主
な
目
的
と
し

た
団
体
な
ど
は
対
象
外
で
す
。

▼
対
象
活
動

地
域
の
方
々
が
自
ら
取
り
組
む
、

環
境
保
全
、
安
心
・
安
全
な
地
域

づ
く
り
、
子
育
て
支
援
、
地
域
産

業
お
こ
し
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
種

類
の
地
域
活
動

▼
交
付
（
補
助
）
金
額

対
象
活
動
費
の
お
お
む
ね
３
分
の

１
以
内

※
京
都
市
域
外
の
活
動
に
は
、
�

京
都
府
市
町
村
振
興
協
会
か
ら

も
同
様
の
支
援
が
あ
り
ま
す
。

※
活
動
の
タ
イ
プ
に
応
じ
て
交
付

率
・
交
付
上
限
額
の
優
遇
が
あ

り
ま
す
。

▼
申
込
期
間

９
月
１
日
�
〜
30
日
�

▼
申
込
方
法

所
定
の
申
請
書
を
直
接
、
町
役
場

５
階
・
企
画
調
整
課
へ
。

▼
そ
の
ほ
か
　

募
集
要
項
や
申
請
様
式
は
、
町
企

画
調
整
課
に
置
い
て
い
る
ほ
か
、

京
都
府
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.pref.kyoto.jp/chiikir

yoku/

）
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
同
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

◆
京
都
府
山
城
広
域
振
興
局
企
画

総
務
部
企
画
振
興
室

（
宇
治
市
宇
治
若
林
７
番
地
６
）

（
4

２
１
―
２
０
４
９
）

（
6

２
２
―
８
８
６
５
）

◆
精
華
町
企
画
調
整
課
企
画
係

（
4

９
５
―
１
９
０
０
）

（
6

９
５
―
３
９
７
１
）
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自己負担額200円/月(１医療機関)

自己負担額200円/月 
(１医療機関)

出生から 

入院 

現行 
外来医療費は就学前まで、入院医療費のみ小学校卒業まで助成対象 

外来 

⇒ ⇒ 

⇒
 

小学校 
入学まで 

小学校 
卒業まで 

自己負担額200円/月(１医療機関)

自己負担額200円/月(１医療機関)

出生から 

入院 

今年９月から 
外来医療費、入院医療費ともに小学校卒業まで助成対象を拡大 

外来 

⇒ ⇒ ⇒ 
小学校 
卒業まで 

小
学
生
の
外
来
医
療
費
助
成

９
月
か
ら
ス
タ
ー

月
か
ら
ス
タ
ー
ト
 

９
月
か
ら
ス
タ
ー

月
か
ら
ス
タ
ー
ト
 

９
月
か
ら
ス
タ
ー

月
か
ら
ス
タ
ー
ト
 

９
月
か
ら
ス
タ
ー
ト

地域の活性化 
目指す活動へ 

活
 動
 費
 を
 

一
 部
 補
 助
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障害をお持ちの方へ 障害をお持ちの方へ 障害をお持ちの方へ 障害をお持ちの方へ 
特別障害者手当 
　20歳以上の方で、著しい重度の障害のため、日常生活にお
いて常時特別の介護を必要とする方に支給される手当です。
�対象者 
　次のいずれかに該当する方 
　�表Ａの障害が２つ以上ある方
　�表Ａの障害が１つあり、かつ、表Ｂの障害が２つ以上あ

る方（表Ｂの障害は、表Ａの障害とは別の障害である必
要があります）

　�上記�または�と同程度以上の障害がある方
　　※次のいずれかに該当する方は手当を受給できません。
　　　・障害者自立支援法で定める障害者支援施設などに入

所している方
　　　・養護老人ホームまたは特別養護老人ホームに入所し

ている方
　　　・病院、診療所または介護老人保健施設に継続して３

カ月を越えて入院している方
　　　・本人、配偶者または扶養義務者の前年の所得が一定

額を越えている方
�手当額 
月額２万6440円（物価スライドにより改定される場合あり）
※原子爆弾被爆者に対する援護に関する法律に基づく介護
手当を受けることができる方は、手当額が調整されます。 

 
＜表Ａ＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜表Ｂ＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※視力の測定は、万国式試視力表によるものとし、屈折異常
があるものについては、矯正視力によって測定する。（表
Ａ・Ｂ共通） 

障害児福祉手当 
　20歳未満の方で、重度の障害のため、日常生活において常
時の介護を必要とする方に支給される手当です。
�対象者 
　表Ｃのいずれかに該当する方 
　※次のいずれかに該当する方は手当を受給できません。
　　・障害を支給事由とする公的年金を受けることができる

方 
　　・児童福祉法で定める肢体不自由児施設などに入所して

いる方 
　　・本人、配偶者または扶養義務者の前年の所得が一定額

を超えている方
�手当額 
月額１万4380円（物価スライドにより改定される場合があ
ります） 

 
＜表Ｃ＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※視力の測定は、万国式試視力表によるものとし、屈折異常
があるものについては、矯正視力によって測定する。 
 
�手続きの方法 
次の書類を福祉課まで提出
してください。用紙は福祉
課にあります。 

　�認定請求書（指定の書式） 

　�障害の程度についての医師
の診断書（指定の書式） 

　�所得状況届（指定の書式） 

　�そのほか必要な書類 
 
 
 
 
 
 
 
○問い合わせ 
　◆精華町 福祉課 社会福祉係（4 95_1904・6 95_3974） 
　◆山城南保健所 福祉室（4 72_4300・6 72_8412） 

両眼の視力の和が0.04以下のもの
両耳の聴力レベルが100デシベル以上のもの
両上肢の機能に著しい障害を有するもの、または両上肢のす
べての指を欠くもの、もしくは両上肢のすべての指の機能に
著しい障害を有するもの
両下肢の機能に著しい障害を有するもの、または両下肢を足
関節以上で欠くもの
体幹の機能に座っていることができない程度、または立ち上
がることができない程度の障害を有するもの
前各号に掲げるもののほか、身体の機能の障害又は長期にわ
たる安静を必要とする病状が前各号と同程度以上と認められ
る状態であって、日常生活の用を弁ずることを不能ならしめ
る程度のもの
精神の障害であって、前各号と同程度以上と認められる程度
のもの 

1
2

3

4

5

6

7

両眼の視力の和が0.05以上0.08以下のもの
両耳の聴力レベルが90デシベル以上のもの
平衡機能に極めて著しい障害を有するもの
そしゃく機能を失ったもの
音声または言語機能を失ったもの
両上肢の親指及び人さし指の機能を全廃したもの、または両
上肢の親指及び人さし指を欠くもの
１上肢の機能に著しい障害を有するもの、または１上肢のす
べての指を欠くもの、もしくは１上肢のすべての指の機能を
全廃したもの
１下肢の機能を全廃したもの、または１下肢を大腿の２分の
１以上で欠くもの
体幹の機能に歩くことができない程度の障害を有するもの
前各号に掲げるもののほか、身体の機能の障害または長期に
わたる安静を必要とする病状が前各号と同程度以上と認めら
れる状態であって、日常生活が著しい制限を受けるか、また
は日常生活に著しい制限を加えることを必要とする程度もの
精神の障害であって、前各号と同程度以上と認められる程度
のもの 

1
2
3
4
5

6

7

8

9

10

11

　障害をお持ちの方への手当を紹介します。ここでの用語・表
現は「特別児童扶養手当等の支給に関する法律」によるものです。
不明な点は、下記のところへお問い合わせください。 
※上肢は、上腕・前腕・手、下肢は、脚部を指します。 

両眼の視力の和が0.02以下のもの
両耳の聴力が補聴器を用いても音声を識別することができな
い程度のもの
両上肢の機能に著しい障害を有するもの
両上肢のすべての指を欠くもの
両下肢の用をまったく廃したもの
両大腿を２分の１以上失ったもの
体幹の機能に座っていることができない程度の障害を有する
もの
前各号に掲げるもののほか、身体の機能の障害または長期に
わたる安静を必要とする病状が前各号と同程度以上と認めら
れる状態であって、日常生活の用を弁ずることを不能ならし
める程度のもの
精神の障害であって、前各号と同程度以上と認められる程度
のもの
身体の機能の障害もしくは病状または精神の障害が重複する
場合であって、その状態が前各号と同程度以上と認められる
程度のもの 

1

2

3
4
5
6

7

8

9

10



ト
イ
レ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な

ど
は
、
い
つ
ご
ろ
始
め
た
ら

良
い
で
す
か
。

お
し
っ
こ
の
発
達
の
目
安

は
次
の
通
り
で
す
。

・
０
〜
６
カ
月
／
た
ま
る
と
反
射
的

に
出
ま
す
。

・
６
カ
月
〜
１
歳
半
／
無
意
識
に
た

め
る
、
尿
意
は
ま
だ
は
っ
き
り
し

ま
せ
ん
。

・
１
歳
半
〜
２
歳
半
／
間
隔
が
長
く

な
る
、
尿
意
を
感
じ
始
め
ま
す
。

ト
イ
レ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
始
め
る

目
安
は
�
歩
き
出
す
�
言
葉
で
「
出

た
」
な
ど
と
教
え
る
�
お
し
っ
こ
の

間
隔
が
２
時
間
程
度
空
い
て
く
る
、

な
ど
で
す
。
こ
れ
ら
の
様
子
が
見
ら

れ
た
ら
ト
イ
レ
に
誘
導
し
、
お
ま
る

に
座
ら
せ
て
み
ま
す
。
最
初
の
う
ち

は
出
た
後
に
教
え
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、
う
ま
く
ト
イ
レ
で
で
き
た
と

き
は
、
ほ
め
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
夏

場
は
薄
着
な
の
で
ト
イ
レ
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
が
し
や
す
い
時
期
で
す
。
で
き

る
だ
け
ト
イ
レ
を
楽
し
い
空
間
に
し

て
、
失
敗
し
て
も
し
か
ら
ず
に
ゆ
っ

く
り
繰
り
返
し
教
え
て
あ
げ
ま
し
ょ

う
。

テ
レ
ビ
（
ビ
デ
オ
）
を
長

時
間
見
て
い
る
の
で
す
が
、

大
丈
夫
で
す
か
。

子
ど
も
が
テ
レ
ビ
を
見
て

い
る
時
間
は
、
保
護
者
が
家

事
や
息
抜
き
の
で
き
る
時
間
で
す
。

し
か
し
、
テ
レ
ビ
は
ほ
か
の
遊
び
に

比
べ
一
方
的
な
も
の
で
す
。
お
も

ち
ゃ
で
遊
ん
で
い
る
と
き
の
子
ど
も

は
「
こ
う
す
れ
ば
で
き
る
ん
だ
」

「
で
き
な
い
け
ど
も
う
す
ぐ
で
き
る
」

な
ど
、
発
見
し
て
喜
ん
だ
り
、
保
護

者
や
友
だ
ち
と
「
楽
し
い
や
り
と
り
」

が
で
き
ま
す
。

そ
れ
に
比
べ
テ
レ
ビ
は
流
れ
っ
放

し
で
、「
あ
れ
？
」
と
聞
き
た
い
と

き
に
答
え
て
く
れ
る
わ
け
で
も
な
い

し
、
別
に
知
り
た
く
な
い
と
き
に
も

勝
手
に
ど
ん
ど
ん
し
ゃ
べ
っ
て
き
ま

す
の
で
、
た
だ
聞
き
流
す
だ
け
、
と

い
う
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

長
時
間
見
せ
る
と
目
や
言
葉
の
発

達
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
も
あ
る

た
め
、
�
日
本
小
児
科
医
会
で
は
、

食
事
中
の
テ
レ
ビ
の
視
聴
を
や
め
る

こ
と
や
、
１
日
の
視
聴
は
２
時
間
以

内
に
す
る
こ
と
な
ど
を
提
言
し
て
い

ま
す
。
テ
レ
ビ
は
時
間
や
内
容
を
決

め
て
、
で
き
る
だ
け
一
緒
に
遊
ん
で

あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

何
を
聞
い
て
も
嫌
と
言
う

の
で
す
が
、
い
つ
ま
で
続
き

ま
す
か
。乳

幼
児
期
の
反
抗
期
は
、

２
〜
３
歳
ご
ろ
に
起
こ
り
ま

す
。
何
を
言
っ
て
も
「
嫌
な
の
」
と

反
応
す
る
子
ど
も
の
相
手
を
す
る
の

は
大
変
で
す
。
自
己
主
張
の
第
一
歩

で
、
子
ど
も
が
自
立
を
し
よ
う
と
努

力
を
し
て
い
る
時
期
で
、
保
護
者
に

対
し
て
安
心
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
反

抗
し
て
き
ま
す
。

な
か
な
か
う
ま
く
切
り
替
え
ら
れ

な
い
と
き
に
、
例
え
ば
自
分
で
決
め

る
こ
と
で
納
得
で
き
る
こ
と
が
あ
る

の
で
「
ど
っ
ち
に
す
る
？
」
と
聞
く

と
、
や
り
や
す
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

次
の
場
面
や
流
れ
に
気
持
ち
や
行
動

を
動
か
す
こ
と
で
、
切
り
替
え
が
で

き
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
が
ん
ば
れ

た
と
き
は
、
し
っ
か
り
ほ
め
て
あ
げ

ま
し
ょ
う
。お

友
達
に
乱
暴
し
ま
す
が
、

ど
う
し
た
ら
よ
い
で
す
か
。

押
す
、
た
た
く
、
か
み
つ

く
な
ど
の
攻
撃
性
は
、
欲
し

い
も
の
が
手
に
入
ら
な
か
っ
た
な
ど

の
欲
求
不
満
の
表
れ
で
あ
る
こ
と
が

多
い
で
す
。
双
方
の
気
持
ち
を
聞
く

な
ど
、
思
い
を
く
み
取
る
よ
う
に
努

め
て
く
だ
さ
い
。

ど
う
し
た
ら
う
ま
く
友
だ
ち
と
か

か
わ
れ
る
か
、
大
人
が
間
に
入
っ
て

「
貸
し
て
ね
」「
遊
ぼ
う
」
な
ど
、
言

葉
を
添
え
て
あ
げ
る
こ
と
も
良
い
見

本
に
な
る
で
し
ょ
う
。
問
題
が
起
こ

り
そ
う
な
場
面
で
、
そ
ば
に
い
る
よ

う
に
し
て
、
時
に
は
止
め
た
り
仲
介

に
入
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

○
問
い
合
わ
せ

衛
生
課
保
健
衛
生
係

（
4

９
５
―
１
９
０
５
）

（
6

９
５
―
３
９
７
４
）
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夏
休
み
に
入
り
、
子
ど
も
と
過
ご
す
時
間
を
普
段
よ
り
多
く
持
て
る
保
護

者
の
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
こ
で
、
今
回
は
子
ど
も
と
の

か
か
わ
り
（
し
つ
け
）
に
つ
い
て
Ｑ
＆
Ａ
方
式
で
紹
介
し
ま
す
。

無料クーポン券配布 
　女性特有のがん検診推進事業を行うことに伴い、町が行うがん検診で、特定の年齢の女性に、検診手帳と、子宮頸がんまたは
乳がん検診の無料クーポン券をお渡しします。詳しい内容は、対象者に個別通知します。対象者は以下の通りです。 

年齢 
20歳
25歳
30歳
35歳
40歳

　　　　　　　　　　生年月日 
平成元（1989）年４月２日～平成２（1990）年４月１日
昭和59（1984）年４月２日～昭和60（1985）年４月１日
昭和54（1979）年４月２日～昭和55（1980）年４月１日
昭和49（1974）年４月２日～昭和50（1975）年４月１日
昭和44（1969）年４月２日～昭和45（1970）年４月１日

年齢 
40歳
45歳
50歳
55歳
60歳

　　　　　　　　　　生年月日
昭和44（1969）年４月２日～昭和45（1970）年４月１日
昭和39（1964）年４月２日～昭和40（1965）年４月１日
昭和34（1959）年４月２日～昭和35（1960）年４月１日
昭和29（1954）年４月２日～昭和30（1955）年４月１日
昭和24（1949）年４月２日～昭和25（1950）年４月１日

子宮頸がん 乳がん 

子
育
て
シ
リ
ー
ズ
　
�

子
育
て
シ
リ
ー
ズ
　
�
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医療機関名 

 梅田小児科医院 

 コマダ診療所 

 創愛クリニック 

 平田内科医院 

 藤村医院 

 堀井こどもクリニック 

 芳川医院 

電話番号 

73_9231
93_1787
95_9171
95_3400
94_5770
93_3626
71_0014

所在地 

 桜が丘四丁目23番地６ 
 菱田宮川原10番地 
 精華台三丁目12番地２ 
 光台七丁目14番地３ 
 祝園砂子田２番地１ 

 祝園西一丁目６番地５ 

 桜が丘三丁目24番地７ 

指定医療機関(50音順)

種　別 
 
破傷風・ジフテリア・百日せき 
(三種混合) 
 
 
 
 
 
 
麻しん・風しん 
(MR) 
 
 
 
 
破傷風・ジフテリア［２期］ 
(二種混合)
 

日本脳炎 

法律などで定められている接種対象者・接種期間・接種回数  
１期初回：生後３～90カ月未満の方 
　　　　　20～56日の間隔で３回接種 
１期追加：生後３～90カ月未満の方 
　　　　　１期初回終了後、６カ月以上の間隔を空けて１回接種 
１期：生後12～24カ月未満の方 
　　　１回接種 
２期：小学校就学前の方 
　　　本年度は平成16年４月２日～17年４月１日生まれの方 
　　　１回接種 
３期：中学校１年生に相当する方 
　　　本年度は平成９年４月２日～10年４月１日生まれの方 
４期：高校３年生に相当する方 
　　　本年度は平成４年４月２日～５年４月１日生まれの方 
※２～４期は来年３月31日までに受けてください。３～４期は平成20年
４月１日～25年３月31日に限り１回接種できます。 

11～13歳未満の方 
１回接種 
１期初回：生後６～90カ月未満の方 
　　　　　６～28日までの間隔で２回接種 
１期追加：生後６～90カ月未満の方 
　　　　　１期初回終了後、おおむね１年後に１回接種 

　予防接種は自分が感染しないためだけでなく、周りの人に感染を広げないためにも有効な手段です。対象と 
なる方で未接種の方は、接種されるようお勧めします。 

・日本脳炎の予防接種は新ワクチンが承認され、１期については安全性が確認されたため接種勧奨が再開され
ました。２期(９～13歳未満の方：１回接種)は、接種勧奨の再開はされていません(再開の場合は本誌でお知
らせします)。 
・指定医療機関に必ず事前に電話連絡のうえ、接種を受けてください。 
・予防接種を受ける際は、必ず母子健康手帳をお持ちください。 
・接種費用は無料です。 
・診察時間などは直接、指定医療機関にお問い合わせください。 

○問い合わせ
衛生課 保健衛生係 (4 95_1905・6 95_3974)
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せ
い
か
健
康
づ
く
り
宣
言
（
精
華

町
健
康
増
進
計
画
）
実
践
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
、
皆
さ
ん
が
「『
自
分
ら
し

い
健
康
』
な
状
態
」
に
な
る
た
め
に

「
自
分
ら
し
く
、
病
気
を
予
防
し
、

元
気
が
出
る
こ
と
に
取
り
組
む
」
こ

と
を
目
指
し
て
、
個
人
・
地
域
・
行

政
そ
れ
ぞ
れ
が
協
働
し
て
企
画
・
実

践
・
運
営
し
て
い
る
も
の
で
す
。

本
年
度
は
、
６
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
活
動
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
ひ
と
つ
が
「
い
き
い
き
健
康
ウ
ォ
ー

ク
」
で
す
。

こ
れ
は
、「
歩
い
て
健
康
に
な
る

人
が
増
え
る
」「
精
華
町
の
『
い
い

と
こ
ろ
』
を
知
っ
て
い
る
人
が
増
え

る
」「
参
加
者
と
仲
間
が
昨
年
よ
り

増
え
る
」
こ
と
を
目
標
に
実
践
し
て

い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
＝
写
真
。

お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し
ん
だ
り
、
き

れ
い
な
景
色
を
見
た
り
し
な
が
ら
歩

く
と
、
自
然
に
歩
数
も
増
え
て
き
ま

す
。
楽
し
み
な
が
ら
、
歩
数
計
を

持
っ
て
歩
い
て
、
み
ん
な
で
健
康
に

な
り
ま
し
ょ
う
。

（
申
し
込
み
不
要
）

◆
日
時

８
月
18
日
�

・
午
前
10
時
40
分
、
む
く
の
き

セ
ン
タ
ー
３
階
研
修
室
に
集

合
　
　

・
正
午
、
解
散
予
定

◆
テ
ー
マ

「
無
理
な
く
、
楽
し
く
歩
き
続

け
る
コ
ツ
」

講
師
／
ピ
ノ
ス
け
い
は
ん
な

◆
持
ち
物

お
茶
・
動
き
や
す
い
服
装
・
歩

数
計
・
室
内
用
シ
ュ
ー
ズ

◆
参
加
費

１
０
０
円
（
保
険
代
な
ど
）

※
42
日
間
の
歩
数
が
記
録
さ
れ
る

歩
数
計
を
、
３
月
ま
で
お
貸
し

し
ま
す(

先
着
20
人)

。
月
に
１

回
町
役
場
の
パ
ソ
コ
ン
に
記
録

を
取
り
込
ん
で
「
自
分
が
ど
れ

だ
け
歩
い
て
い
る
の
か
」
を
知

る
こ
と
で
、
歩
く
の
が
楽
し
く

な
り
ま
す
。

（
要
予
約
）

◆
日
時

９
月
16
日
�
（
小
雨
決
行
）

・
午
前
９
時
30
分
、
近
鉄
新
祝

園
駅
改
札
前
集
合

・
午
後
２
時
ご
ろ
、
春
日
大
社

で
解
散

◆
行
き
先

春
日
山
原
始
林
（
奈
良
市
）

◆
定
員

先
着
30
人

◆
内
容

近
鉄
新
祝
園
駅→

近
鉄
奈
良
駅

→

夕
日
観
音→

首
切
地
蔵
（
昼

食
）→

春
日
大
社
（
約
９
・
６

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

◆
持
ち
物

お
茶
・
動
き
や
す
い
服
装
・
歩

数
計

※
歩
数
計
の
種
類
は
問
い
ま
せ

ん
。
携
帯
電
話
の
機
能
で
も

Ｏ
Ｋ
で
す
。
お
持
ち
で
な
い

方
に
は
、
お
貸
し
し
ま
す

（
希
望
者
多
数
の
場
合
は
抽

選
）。

◆
参
加
費

１
０
０
円
（
保
険
代
な
ど
）
・

交
通
費
４
９
０
円
（
往
路
）

▼
申
込
方
法

電
話
で
左
記
の
と
こ
ろ
へ
（
要
予

約
の
回
の
み
）。

▼
主
催

せ
い
か
健
康
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
い
き
い
き
健
康
ウ
ォ
ー
ク
・
衛

生
課

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

衛
生
課
保
健
衛
生
係

（
4

９
５
―
１
９
０
５
）

（
6

９
５
―
３
９
７
４
）

今 後 の 定 例 会  

日　程 

10月25日(月)

11月10日(水)

12月３日(金)

来年１月14日(金)

２月15日(火)

３月17日(木)

３月25日(金)

平城京（奈良市）

山の辺の道（桜井～柳本）★

甘南備山（京田辺市）★

歩数についての講演会

せせらぎの道（町内）

城陽（水度神社～鴻ノ巣山）★

活動報告会（精華町交流ホール） 

内　容・行き先 

★＝要予約　※内容・行き先は変更になる可能性があります。 

せ
い
か
健
康
づ
く
り
宣
言
　
実
践
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

�
８
月
定
例
会
「
歩
き
方
講
座
」

�
９
月
定
例
会



　医師が健康についてのいろいろな情報をお話しする健康講演会を、下表の日程で開催します。講演の後には、
講演に関しての質問や相談に応じますので、直接日ごろの疑問を質問したり、相談したりしてみませんか(時間
制限あり)。 

○申し込み・問い合わせ 
　衛生課 保健衛生係 (4 95-1905・6 95-3974)

参加希望の方は、各講演会の前日までに下記のところへお申し込みください。やむを得ない事情などにより、一部内容や場所を変更する場合
があります。 

岸田内科医院 
(アピタタウンけいはんな南館２階) 
岸田 秀樹 医師 

９月８日(水)
午後１時30分～２時30分
精華町交流ホール 
(町役場２階)

血管年齢って聞いたことのある方も多いでしょ
う。その測定方法と原因となる動脈硬化につ
いてのお話です。 

「血管年齢と動脈硬化について」 

創愛クリニック 
(精華台三丁目) 
桑原 勲 医師 

９月22日(水)
午後１時30分～２時30分
保健センター 

最近「食育」という言葉をよく耳にするよう
になりました。食育は、実は胎児期から始まっ
ています。食育の重要性を、胎児期から乳児
期を中心にお話しします。 

「食育：胎児期～乳児期」 

山本整形外科 
(祝園西一丁目) 
山本 浩二 医師 

10月６日(水)
午後１時30分～２時30分
町役場５階　会議室 

高齢になると体が硬くなってきませんか。肩
が上がりにくいなどもその一つです。整形外
科的な視点から、肩の動きを良くするストレッ
チをお教えします。うちわをお持ちください。 

「肩が動くようになるストレッチ(実演)」 

下里医院 
(山田地区) 
下里 豪俊 医師 

10月13日(水)
午後１時30分～２時30分
町役場５階　会議室 

２分以内に心肺蘇生を開始すると、救命率が
90％といわれています。講演と実践をします。
あなたの力が必要な場面がくるかもしれません。 

「救命救急法：心肺蘇生について」 

山村医院 
(精華台二丁目) 
山村 喜一 医師 

11月10日(水)
午後１時30分～２時30分
町役場５階　会議室 

全身を包んでいる皮膚。その働きはさまざま
です。乾燥するこの時期、あなたを守ってく
れている皮膚について知ることができます。 

「いろいろな皮膚疾患について」 

松川耳鼻咽喉科医院 
(桜が丘四丁目) 
松川 俊一 医師 

12月９日(木)
午後１時30分～２時30分
町役場５階　会議室 

日常的に起こりやすい耳や鼻の病気について
のお話です。 

「副鼻腔炎(蓄膿症)他、耳鼻科疾患について」 

第
１
回 

第
２
回 

第
３
回 

第
４
回 

第
５
回 
第
６
回 

演　　　題 日　時・場　所(予定) 講　　　師 

11 HANASOU
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障
害
基
礎
年
金
は
、
国
民
年
金
加

入
中
に
初
診
を
受
け
た
病
気
・
け
が

に
よ
っ
て
、
障
害
等
級
表
の
１
級
・

２
級
＝
注
１
＝
の
障
害
に
認
定
さ
れ

た
場
合
＝
注
２
＝
に
支
給
さ
れ
る
も

の
で
す
。

20
歳
前
に
初
診
が
あ
る
方
に
も
、

障
害
等
級
表
１
級
・
２
級
の
障
害
に

認
定
さ
れ
た
場
合
に
受
給
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
申
請
は
20
歳
到
達
後

に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
障
害
基
礎
年
金
を
受
け

る
に
は
、
次
の
受
給
要
件
を
す
べ
て

満
た
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

▼
受
給
要
件

①
初
診
日
の
前
日
時
点
で
の
前
々

月
ま
で
の
保
険
料
納
付
済
期
間

（
全
額
免
除
承
認
期
間
・
若
年

者
納
付
猶
予
・
学
生
納
付
特
例

期
間
）
が
加
入
期
間
の
３
分
の

２
以
上
あ
る
こ
と

※
右
記
の
条
件
を
満
た
し
て
い

な
く
て
も
、
初
診
日
の
前
々

月
ま
で
の
１
年
間
に
未
納
が

な
け
れ
ば
申
請
で
き
ま
す

（
初
診
日
が
平
成
28
年
３
月

31
日
以
前
の
場
合
）。

②
初
診
日
が
国
民
年
金
被
保
険

者
、
ま
た
は
60
歳
以
上
65
歳
未

満
で
、
日
本
国
内
に
住
所
が
あ

る
間
に
初
診
を
受
け
た
こ
と

※
初
診
日
と
は
、
初
め
て
医
師
の

診
察
を
受
け
た
日
の
こ
と
で

す
。

▼
年
金
受
給
金
額

１
級
99
万
１
０
０
円
（
年
額
）

２
級
79
万
２
１
０
０
円
（
年
額
）

▼
手
続
き
方
法

ま
ず
は
受
給
要
件
を
確
認
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
の
で
、
そ
の
障
害

に
関
す
る
初
診
日
の
分
か
る
も
の

と
年
金
手
帳
を
お
持
ち
の
う
え
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
請
求
・
相
談
先

◆
国
民
年
金
第
１
号
期
間
中
に
初

診
日
が
あ
る
方

精
華
町
住
民
課
年
金
医
療
係

◆
国
民
年
金
第
３
号
期
間
中
に
初

診
日
が
あ
る
方

京
都
南
年
金
事
務
所

◆
厚
生
年
金
加
入
中
に
初
診
日
が

あ
る
方

京
都
南
年
金
事
務
所
（
障
害
厚

生
年
金
）

◆
共
済
組
合
加
入
中
に
初
診
日
が

あ
る
方

加
入
し
て
い
た
共
済
組
合
（
障

害
共
済
年
金
）

注
１
／
障
害
者
手
帳
で
の
等
級
と
は

異
な
り
ま
す
。

注
２
／
障
害
基
礎
年
金
の
認
定
は
、

日
本
年
金
機
構
が
行
い
ま

す
。

○
問
い
合
わ
せ

◆
京
都
南
年
金
事
務
所

（
4
０
７
５
―
６
４
４
―
１
１
６
５
）

◆
精
華
町
住
民
課
年
金
医
療
係

（
4

９
５
―
１
９
１
５
）

（
6

９
５
―
３
９
７
４
）

障
害
基
礎
年
金
を
受
け
る
に
は

障
害
基
礎
年
金
を
受
け
る
に
は 
障
害
基
礎
年
金
を
受
け
る
に
は 

�日　　時　９月６日(月) 午前９時30分～正午
�場　　所　けいはんなプラザ イベントホール
�対　象　者　吹奏楽経験者・楽器経験者(自身で楽

器を用意できる方）
�内　　容　みんなで簡単な曲を練習し、一人では

味わえない合奏を楽しみながらリフレッ
シュしましょう。お子様連れOKです。 

�講　　師　福島 秀行(奈良県吹奏楽連盟副理事長)
�持　ち　物　楽器・譜面立て(お持ちの方)
�参　加　費　100円（楽譜代）
�申込方法　Eメールで下記のところへ。 
○申し込み・問い合わせ 
　ママブラス・ベリーズけいはんな 代表 
 （E-mail：mamabrass_b_keihanna@yahoo.co.jp） 



　精華中学校コミュニティ協議会では、地域住民の学びの場「シニア・スクール」の第３期生を募集しています。 
　地域に開かれた学校を目指す同スクールは、シニア・ミドル世代の方が、社会教育などで行われている内容を学
習するものです。中学校の空き教室を利用して、昨年度から開講しています。 
　ぜひご参加いただき、中学生とともに学び、交流を深めてください。 
 
�開講期間　10月12日(火)～来年３月24日(木)
　　　　　　毎週月曜日～金曜日　午前８時55分～午後０時45分
　　　　　 （１日１～４講座）
　　　　　　※今回は後期の講座(半年講座)のみの募集です。
�場　　所　精華中学校
�対 象 者　町内在住のシニア・ミドル世代の方(詳しくは下記のところへ)
�後期開講予定講座 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
�申込期間 
　８月27日(金)まで　受付時間：午前９時～午後４時 
　※各講座とも、定員に達し次第、締め切ります。
�申込方法 
　希望する講座を、電話で下記のところへ。 
�そのほか 
・受講料は無料ですが、講座内容によっては、教材費を徴収します。 
・受講決定通知は９月上旬に、受講者へお送りします。 
・９月下旬に受講生対象のオリエンテーションを予定しています。 
○問い合わせ 
　精華中学校コミュニティ協議会 シニア・スクール事務局（精華中学校内） 
　(4 94_2013・6 94_2054)

押 し 花  
 

読み聞かせ 
 

手 話  
 
寄せ植え 
 
華 道  
 
茶 道  

後期 
 

後期 
 

後期 
 
後期 
 
後期 
 
後期 

20人

15人

35人

25人

20人

15人 

� 
 

� 
 

� 
 
� 
 
� 
 
� 

10月19日(火)・11月30日(火)・１月18日(火)・
３月８日(火)

10月26日(火)・11月16日(火)・12月７日(火)・
１月20日(木)・２月16日(水)

１月18日(火)・２月８日(火)・２月22日(火)・
３月８日(火)・３月22日(火)

11月18日(木)・12月3日(金)

11月２日(火)・12月７日(火)・１月11日(火)・
２月１日(火)・３月１日(火)
11月30日(火)・12月21日(火)・１月27日(木)・
２月24日(木)

生花から額作りまで行います。 

読みたい絵本を選び、どのように語れば、聞
き手の心の中にお話が届くか「読み聞かせ」
の技術を学びます。 
地域の聴覚障害者の方と交流し、手話で簡単
な会話をします。 
季節の花を使った「寄せ植え」の講習と実習
を行います。 
池坊の入門編を講義と実習を通して行います。
生け花を通して豊かな心を育みます。 
一服のお茶を通して受講生のみんなで和みま
す。 

講座番号 講座名 区分 定員 講座内容 開　講　日 

※講座回数は、各講座によって異なります。※都合により開講日を変更する場合があります。 
※今回、通年講座(１年講座)の�パソコン	町史・歴史
稲作�ガーデニング�家庭菜園
健康メニュー�コーラスの募集は
ありません。 

中学生との 
交流も活発に 

田植え� 

�花壇作り 

3期生募集 精華中シニア・スクール 3期生募集 精華中シニア・スクール 3期生募集 精華中シニア・スクール 3期生募集 精華中シニア・スクール 

13 HANASOU

全メーカー電化・OA･石油・ガス製品・ 
太陽熱ソーラー（発電）・増改築から 
エクステリアまで各種工事。 

木津川店 

整形外科・一般内科・消化器科・循環器科・外科・小児科 
脳神経外科・泌尿器科・神経内科・眼科・耳鼻咽喉科 
リハビリテーション科・リウマチ科・皮膚科・放射線科 
脊椎・脊髄センター・健診センター・人工透析センター 

AUGUST
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児
童
扶
養
手
当
の
対
象
が
８
月
か

ら
、
父
子
家
庭
に
も
拡
大
さ
れ
ま
す
。

こ
の
手
当
は
こ
れ
ま
で
、
父
の
い
な

い
家
庭
の
児
童
や
、
父
が
国
民
年
金

の
ほ
ぼ
１
級
障
害
程
度
の
重
度
障
害

の
状
態
に
あ
る
家
庭
の
児
童
を
養
育

し
て
い
る
方
に
支
給
さ
れ
て
い
た
も

の
で
す
。
外
国
人
の
方
も
支
給
対
象

と
な
り
ま
す
＝
表
�
。

支
給
額
＝
表
�
＝
は
、
受
給
資
格

者
が
監
護
・
養
育
す
る
児
童
の
数

や
、
受
給
資
格
者
の
前
年
の
所
得
な

ど
で
決
ま
り
ま
す
＝
表
�
。

父
子
家
庭
の
方
が
児
童
扶
養
手
当

を
受
給
す
る
に
は
、
町
役
場
２
階
・

児
童
育
成
課
で
の
申
請
が
必
要
で

す
。

・
今
年
７
月
31
日
ま
で
に
対
象
者
と

な
っ
て
い
る
方
は
、
11
月
30
日
ま

で
に
申
請
す
れ
ば
「
８
月
分
」
か

ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

・
今
年
８
月
１
日
以
降
11
月
30
日
ま

で
に
対
象
者
に
な
っ
た
方
は
、
11

月
30
日
ま
で
に
申
請
す
れ
ば
「
要

件
に
該
当
し
た
日
の
翌
月
分
」
か

ら
支
給
さ
れ
ま
す
。
11
月
30
日
を

過
ぎ
る
と
、「
申
請
の
翌
月
分
」

か
ら
の
支
給
に
な
り
ま
す
の
で
、

こ
の
日
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

▼
対
象
者

18
歳
に
達
し
て
初
め
て
３
月
31
日

を
迎
え
る
ま
で
の
児
童
（
中
程
度
以

上
の
障
害
が
あ
る
場
合
は
、
20
歳
未

満
の
児
童
）
を
監
護
し
て
い
る
父
、

ま
た
は
父
に
代
わ
っ
て
児
童
を
養
育

し
て
い
る
人
（
児
童
と
同
居
し
生
計

を
維
持
し
て
い
る
こ
と
）

▼
認
定
方
法

請
求
書
類
を
審
査
し
、
京
都
府
知

事
が
認
定
し
ま
す
。

▼
支
給
方
法

８
月
・
12
月
・
４
月
の
３
回
に
分

け
て
、
請
求
者
の
指
定
し
た
金
融
機

関
の
口
座
に
振
り
込
ま
れ
ま
す
。
支

給
日
は
通
常
、
各
月
11
日
で
す
が
、

11
日
が
土
・
日
・
祝
日
の
と
き
は
、

そ
の
直
前
の
金
融
機
関
の
営
業
日
と

な
り
ま
す
。

▼
申
請
に
必
要
な
書
類

認
定
請
求
書
・
戸
籍
謄
本
（
請
求

者
と
対
象
児
童
が
掲
載
さ
れ
て
い
る

も
の
）
・
所
得
証
明
書
（
今
年
１
月

１
日
時
点
で
精
華
町
に
住
所
が
な

か
っ
た
方
の
み
）
な
ど

○
問
い
合
わ
せ

児
童
育
成
課
児
童
育
成
係

（
4

９
５
―
１
９
１
７
）

（
6

９
５
―
３
９
７
４
）

火災報知器承ります 

健康維持増進のために 
65歳以上町助成券取扱い治療所 

TEL･FAX　93-3108 
 

祝園はりアキ　祝園鍼灸院 祝園はりアキ　祝園鍼灸院 

日、祝、第２・４土曜休み 
京都府鍼灸師会会員　菊池暁子 

 
9:00～12:30

17:00～19:30

月 
○ 
○ 

火 
○ 
／ 

水 
／ 
○ 

木 
○ 
／ 

金 
○ 
○ 

土 
△ 
／ 

父
子
家
庭
の
方
の
受
給
は

　�父母が婚姻を解消した児童 
　�母が死亡した児童 
　�母が一定程度の障害の状態にある児童 
　�母の生死が明らかでない児童 
　�母から1年以上遺棄されている児童 
　�母が法令により1年以上拘禁されている児童 

扶養親族
などの数 
０人 
１人 
２人 
３人 
４人 
５人 

請求者（本人） 配偶者・ 
扶養義務者など 全部支給

19万円未満
57万円未満
95万円未満
133万円未満
171万円未満
209万円未満 

一部支給
192万円未満 
230万円未満 
268万円未満 
306万円未満 
344万円未満 
382万円未満 

236万円未満
274万円未満
312万円未満
350万円未満
388万円未満
426万円未満 

◆全部支給の場合　支給対象児童１人：４万1720円
　 　　　　　　　 支給対象児童２人：４万6720円
◆一部支給の場合　支給対象児童１人：４万1710円～9850円
　　　　　　　　　支給対象児童２人：４万6710円～１万4850円
◆全部停止の場合　支給対象児童１人：０円
　　　　　　　　　支給対象児童２人：０円
※児童が３人以上のときは、全部支給または一部支給の場合、１人増えるご
とに3000円が加算されます（所得制限あり）。 

表�　対象となる児童・請求者 

表�　手当額（月額） 

表�　所得制限限度額 

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

父
子
家
庭
に
も
支
給
さ
れ
ま
す

父
子
家
庭
に
も
支
給
さ
れ
ま
す 
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

父
子
家
庭
に
も
支
給
さ
れ
ま
す

父
子
家
庭
に
も
支
給
さ
れ
ま
す 
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

父
子
家
庭
に
も
支
給
さ
れ
ま
す

父
子
家
庭
に
も
支
給
さ
れ
ま
す 
児
童
扶
養
手
当
　

父
子
家
庭
に
も
支
給
さ
れ
ま
す 



�勤務場所　原則として次の通り 
 
 
 
 
 
�給与など　初任給は条例の定めるところにより、原則として高校卒で14万9800円、短大卒で16万1600円、大学卒で17万

8800円となり、そのほかの採用条件も町条例に基づきます。
※初任給の金額は平成22年４月１日現在の内容となっています。

募集内容 

申込資格 

申込方法 

採用予定人数 
 

若　干　名 

採用予定日 
 

平成23年４月１日 

応　募　資　格 
地方公務員法第16条各号の規定に該当しない者
・成年被後見人または被保佐人(法改正の経過措置による準禁治産者を含む)
・禁錮以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで、またはその執行を受けることがなくなるまでの者
・精華町で懲戒免職の処分を受け、その処分の日から２年を経過しない者
・日本国憲法施行の日以後、日本国憲法またはその下に成立した政府を暴力で破壊することを主張する
政党そのほかの団体を結成し、またはこれに加入した者 

◆昭和58年４月２日から平成５年４月１日までの出生者
◆高等学校卒業(見込者を含む)以上または同等の学歴資格を有する者
◆昭和60年４月２日から平成３年４月１日までの出生者
◆児童福祉法により保育士に登録されている者、又は登録される見込みの者
◆昭和58年４月２日から平成５年４月１日までの出生者
◆高等学校卒業(見込者を含む)以上または同等の学歴資格を有する者
◆日本国籍を有する者
◆次の身体的条件を満たしている者
・視力が矯正視力を含み、両眼で0.7以上のうえ、一眼でそれぞれ0.3以上であること
・色覚、聴力そのほか身体に職務遂行上の支障がないこと

こ 

職 種  
 

 

共 通 事 項  
  
 
 

一般事務職 
  

保　育　士 
  
 
 

消　防　職 

職　　　　　　　種 
一　般　事　務　職 
保　　　育　　　士 
消　　　防　　　職 

保　　　育　　　士 
◆学科 
　・教養試験(短大卒相当)
　・専門試験(保育士) 
◆実技 
　・絵本読み聞かせ 
　・ピアノ弾き語り 

消　　　防　　　職 
◆学科 
　[各学歴共通] 
　・学歴に応じた教養試験 
　(大学卒・短大卒・高校卒)
　・消防適性検査 
◆実技 
　・体力測定 
　※運動のできる服装・運動靴を
用意すること。 

一　般　事　務　職 
◆学科 
　[各学歴共通] 
　・学歴に応じた教養試験 
　　(大学卒・短大卒・高校卒)
　[大学卒者]
　・専門試験(行政)
　[短大卒者・高校卒者]
　・事務適性検査

必　要　書　類 
ア．町備え付けの申込書(��)
イ．履歴書(町備え付けのもの、または学校指定のもの)
ウ．最終学業証明書(成績証明書)※１～３
エ．最終卒業証明書または見込書※３
オ．受験票送付用封筒(長形３号／送付先を記入し、240円分の切手を貼付すること)

職　　　種  
 
 
共 通 事 項  

保育士証か保育士資格証明書の写し、または保育士資格取得見込証明書 

採用条件 

そのほか 

町役場・上下水道部ほか、町内の各事業所
３保育所(ほうその・こまだ・いけたに保育所)
消防本部・署
※採用後、約７カ月間は消防学校に入校(全寮制)することになります。卒業後は本部までの通勤時間が概
ね１時間以内となる地域に居住してもらいます。 

一般事務職  
保　育　士  
 
消　防　職  

＜参考＞一般事務職採用人数：平成21年度８人・22年度７人 

※１：４年制大学を中退した(見込者を含む)場合で、大学に２年以上在籍し62単位以上取得した者は、短大卒業と同等の
資格を有するものと見なしますので、中退した４年制大学での成績証明書をご用意ください。

※２：最終学歴が高校卒業となる者のうち、高校を卒業して５年を経過するものについては、成績証明書の提出は不要です。
※３：ウ(最終学業証明書)・エ(最終卒業証明書)は、必ず原本を提出してください(コピー不可)。
※４：提出いただいた申込書類は返却できませんのでご了承ください。
※５：必要書類が不足していたり、申込書類に不備がある場合は受け付けできませんので、事前に十分ご確認のうえ提出

してください。 
�申込期間　平成22年８月11日(水)～24日(火)(必着)
　　　　　　受付時間：平日 午前８時30分～午後５時(土・日は受け付けしません)。

※いずれの職種も、各学校を卒業または卒業見込みである者が、別の学校の卒業資格で受験することはできません。
〔例：大学卒(見込)者が短大卒や高校卒として受験する〕

採用試験 �第１次試験
　◆日　　時　９月19日(日)〔受付：午前８時30分～８時45分・試験：午前９時から〕
　◆場　　所　精華町役場を予定(実技試験は学科試験終了後、別会場に移動して実施) 
　　　　　　　※受験者数による会場変更の可能性があるため、受験票の送付時に通知する会場を確認すること。 
　◆内　　容 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

�第２次試験　日時・会場などは、第１次試験合格者に通知します。試験内容は集団討論と面接の予定です。 

・一般事務職の短大卒者と高校卒者は午前中で試験が終了しますが、これ以外の受験者は、昼休憩を挟んで午後からも試
験を行うので、受験の際は、昼食・湯茶を持参すること。試験会場へは公共交通機関を利用して来場すること。 

○問い合わせ 
　〒619_0285(個別番号)　京都府相楽郡精華町南稲八妻北尻70番地 
　精華町役場 総務課 人事係 (4 95_1910・6 93_2233) 
　※電話、来庁による問い合わせも受け付けと同様、平日の午前８時30分～午後５時にお願いします。

保 育 士  
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今
年
４
月
〜
７
月
２
日
�
の
予
定

で
行
わ
れ
て
い
た
、
地
上
デ
ジ
タ
ル

放
送
対
応
チ
ュ
ー
ナ
ー
の
無
償
給
付

支
援
の
受
け
付
け
が
、
12
月
28
日
�

ま
で
延
長
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
支
援
を
受
け
る
世
帯
で
ま
だ
申

請
し
て
い
な
い
方
は
、
お
早
め
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

地
デ
ジ
を
ご
覧
に
な
る
に
は
…
…

平
成
23
年
７
月
24
日
、
今
ま
で
の

テ
レ
ビ
放
送
（
地
上
ア
ナ
ロ
グ
放
送
）

は
終
了
し
ま
す
。
そ
れ
ま
で
に
皆
さ

ん
の
テ
レ
ビ
を
「
地
上
デ
ジ
タ
ル
放

送
」
に
対
応
し
て
い
た
だ
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
対
応
し
て

い
る
テ
レ
ビ
に
買
い
換
え
る
か
、
お

手
持
ち
の
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
に
外
付

け
の
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応

チ
ュ
ー
ナ
ー
を
購
入
し
て
接
続
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
（
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
な
ど
を
ご
利
用
の
場
合
は
異
な
り

ま
す
）。

ど
の
よ
う
な
支
援
な
の
で
す
か
？

総
務
省
で
は
、
経
済
的
な
理
由
で

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
ま
だ
ご
覧
に

な
れ
な
い
世
帯
に
対
し
て
、
簡
易
な

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
チ
ュ
ー

ナ
ー
（
以
下
、
簡
易
チ
ュ
ー
ナ
ー
）

の
無
償
給
付
な
ど
を
し
ま
す
。

誰
が
支
援
を
受
け
ら
れ
る
の
で
す

か
？次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
の
放
送
受
信
料
が
全
額
免
除
と

な
っ
て
い
る
世
帯
で
す
。

・
生
活
保
護
な
ど
の
公
的
扶
助
を
受

け
て
い
る
世
帯

・
障
害
者
が
い
る
世
帯
の
う
ち
、
世

帯
全
員
が
市
町
村
民
税
非
課
税
の

措
置
を
受
け
て
い
る
世
帯

・
社
会
福
祉
事
業
施
設
に
入
所
し
て

い
て
、
自
ら
テ
レ
ビ
を
持
ち
こ
ん

で
い
る
方

※
既
に
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
ご
覧

に
な
っ
て
い
る
世
帯
は
、
支
援
を

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。
た
だ
し
、
共
同
受
信
施

設
な
ど
で
昨
年
４
月
以
降
に
工
事

を
行
っ
た
場
合
に
は
、
支
援
の
対

象
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

支
援
の
内
容
は
？

・
簡
易
チ
ュ
ー
ナ
ー
（
１
台
）
を
無

償
で
給
付
し
ま
す
（
テ
レ
ビ
は
給

付
し
ま
せ
ん
）。

→

こ
の
無
償
給
付
を
受
け
る
と
、

現
在
ご
利
用
中
の
テ
レ
ビ
（
ア

ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
）
１
台
で
地
上

デ
ジ
タ
ル
放
送
を
ご
覧
に
な
れ

ま
す
。

・
ア
ン
テ
ナ
工
事
な
ど
が
必
要
な
場

合
は
無
償
で
工
事
を
行
い
ま
す
。

→

共
同
受
信
施
設
、
ま
た
は
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
を
ご
覧
に
な
っ
て

い
る
世
帯
の
改
修
経
費
な
ど
も

負
担
し
ま
す
。

支
援
受
付
期
間
（
本
年
度
分
）

12
月
28
日
�
ま
で
（
消
印
有
効
）

支
援
の
申
込
先
は
？

申
込
書
を
総
務
省
地
デ
ジ
チ
ュ
ー

ナ
ー
支
援
実
施
セ
ン
タ
ー
に
郵
送
し

て
く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
、
同
セ
ン

タ
ー
へ
の
問
い
合
わ
せ
に
応
じ
て
送

付
し
て
い
る
ほ
か
、
各
市
区
町
村
役

場
や
お
近
く
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
窓
口
に
用

意
し
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

※
今
年
４
月
末
時
点
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
放

送
受
信
料
が
全
額
免
除
で
、
平
成

21
年
度
に
支
援
の
申
し
込
み
を
し

て
い
な
い
世
帯
に
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
か

ら
放
送
受
信
料
全
額
免
除
証
明
書

と
と
も
に
支
援
の
申
込
書
な
ど
が

送
付
さ
れ
ま
す
。

注
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
点

・
支
援
を
受
け
る
に
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と

放
送
受
信
契
約
を
結
び
、
受
信
料

の
全
額
免
除
を
受
け
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

・
既
に
ご
自
身
で
購
入
し
た
チ
ュ
ー

ナ
ー
、
ア
ン
テ
ナ
な
ど
へ
の
助
成

は
で
き
ま
せ
ん
。

・
共
同
受
信
施
設
の
世
帯
が
負
担
す

る
改
修
経
費
へ
の
支
援
は
、
施
設

の
設
置
者
（
管
理
者
）
の
協
力
を

い
た
だ
く
こ
と
が
原
則
と
な
り
ま

す
。
そ
の
う
え
で
、
見
積
書
な
ど

の
工
事
関
係
書
類
や
、
請
求
書

（
ま
た
は
領
収
書
）
な
ど
の
確
認

す
る
た
め
の
書
類
が
必
要
と
な
り

ま
す
（
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
場
合

も
同
様
）。

悪
質
商
法
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

こ
の
支
援
に
よ
る
簡
易
チ
ュ
ー

ナ
ー
の
給
付
、
ア
ン
テ
ナ
の
工
事
な

ど
に
つ
い
て
、
費
用
を
請
求
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

テ
レ
ビ
調
査
員
や
工
事
業
者
を
名

乗
っ
た
不
正
請
求
や
、
郵
便
に
よ
る

振
り
込
め
詐
欺
（
架
空
請
求
）
を

行
っ
た
り
す
る
例
が
起
き
て
い
ま

す
。
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
関
す
る

誤
っ
た
情
報
や
不
十
分
な
情
報
に
基

づ
い
て
関
連
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
売

り
つ
け
る
悪
質
商
法
に
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ

◆
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
受
信
の
た

め
の
支
援
に
つ
い
て

総
務
省
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
支

援
実
施
セ
ン
タ
ー

http://w
w
w
.chidejishien.jp/

（
4
０
５
７
０
―
０
３
３
８
４
０
・

ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

ま
た
は

（
4
０
４
４
―
９
６
９
―
５
４
２
５
）

（
6
０
４
４
―
９
６
６
―
８
７
１
９
）

◆
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
放
送
受
信
契
約
や
免

除
に
つ
い
て

Ｎ
Ｈ
Ｋ
視
聴
者
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

http://w
w
w
.nhk.or.jp/jushinryo/

（
4
０
５
７
０
―
０
０
０
５
８
８
・

ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

ま
た
は

（
4
０
４
４
―
８
７
１
―
８
４
４
１
）

（
6
０
４
４
―
８
８
８
―
４
３
４
０
）

※
共
に
電
話
で
の
受
付
時
間
は
、

平
日
午
前
９
時
〜
午
後
９
時

（
土
・
日
・
祝
日
は
午
前
９
時

〜
午
後
６
時
）
で
す
。

AUGUST
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月
ま
で
延
長

月
ま
で
延
長

月
ま
で
延
長

月
ま
で
延
長
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チ
ュ
ー
ナ
ー 

支
援
受
付 
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共
同
住
宅
（
ア
パ
ー
ト
・
マ
ン
シ
ョ

ン
）
内
の
共
同
受
信
施
設
の
地
上
デ
ジ

タ
ル
化
に
対
す
る
助
成
制
度
が
ス
タ
ー

ト
し
て
い
ま
す
。

共
同
住
宅
内
の
施
設
の
地
上
デ
ジ
タ

ル
化
対
応
で
、
経
費
負
担
が
１
世
帯
当

た
り
３
万
５
０
０
０
円
以
上
と
な
る
場

合
、
国
の
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
た

だ
し
、
国
・
地
方
公
共
団
体
な
ど
が
所

有
す
る
共
同
受
信
施
設
は
助
成
対
象
と

は
な
り
ま
せ
ん
。

町
で
は
情
報
化
基
本
計
画
の
見
直
し

に
向
け
、
調
査
・
研
究
し
報
告
書
を
提

出
い
た
だ
く
た
め
の
懇
話
会
委
員
を
募

集
し
ま
す
。

今
回
は
懇
話
会
委
員
10
人
の
う
ち
３

人
を
公
募
委
員
と
し
て
募
集
す
る
も
の

で
す
。

９
月
か
ら
、
現
行
計
画
の
達
成
度
合

い
に
つ
い
て
確
認
作
業
を
始
め
る
予
定

で
す
。

▼
任
期

８
月
30
日
�
か
ら
報
告
書
を
ま
と
め

る
ま
で
（
平
成
24
年
夏
ご
ろ
）

▼
募
集
人
数

３
人

※
応
募
多
数
の
場
合
は
書
類
選
考

を
し
ま
す
。

▼
申
込
方
法
　

電
話
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
左
記
の

と
こ
ろ
へ
。

※
申
し
込
み
後
、
応
募
用
紙
を
お

送
り
し
ま
す
。

▼
申
込
期
間

８
月
20
日
�
ま
で

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

財
政
課
情
報
シ
ス
テ
ム
係

（
4

９
５
―
１
９
１
４
）

（
6

９
３
―
２
２
３
３
）

（
Ｅ
メ
ー
ル
／joho@

tow
n.seika.

kyoto.jp

）

助
成
を
受
け
る
に
は
、
改
修
工
事
の

施
工
前
に
申
請
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま

す
。
共
同
住
宅
の
共
同
受
信
施
設
に
対

す
る
助
成
金
制
度
は
今
年
８
月
31
日
が

申
請
の
締
め
切
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ

助
成
制
度
の
詳
し
い
内
容
は
、
デ

ジ
サ
ポ
（
総
務
省
テ
レ
ビ
受
信
者
支

援
セ
ン
タ
ー
）
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://digisuppo.jp/

）
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

デ
ジ
サ
ポ
助
成
金
相
談
窓
口
は
、

０
５
７
０
―
０
９
３
７
２
４
（
平
日

午
前
９
時
〜
午
後
６
時
）
と
な
り
ま

す
。
Ｉ
Ｐ
電
話
な
ど
、
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ

ル
が
つ
な
が
ら
な
い
方
は
、
０
３
―

５
６
２
３
―
３
１
２
１
へ
お
か
け
く

だ
さ
い
。

助
成
金
申
請
は
、
各
地
域
の
デ
ジ

サ
ポ
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
精
華

町
の
場
合
は
、
デ
ジ
サ
ポ
京
都
〔
京

都
市
中
京
区
車
屋
町
通
御
池
下
る
梅

屋
町
３
５
８
番
地
・
ア
ー
バ
ネ
ッ
ク

ス
御
池
ビ
ル
西
館
３
階
（
烏
丸
御
池

南
東
角
）〕
に
な
り
ま
す
。

AUGUST

共
同
住
宅
の
オ
ー
ナ
ー
様 

懇
話
会
委
員
を
募
集
　

情
報
化
施
策
に
あ
な
た
の
力
を 

給
食
調
理
員
の
登
録
募
集 

給
食
調
理
員
の
登
録
募
集 

町
教
育
委
員
会
で
は
、
給
食
調
理
員

（
臨
時
職
員
）
の
登
録
を
随
時
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
こ
の
登
録
制
度
は
、
小

学
校
の
給
食
調
理
員
に
不
足
が
生
じ
た

場
合
、
登
録
者
か
ら
必
要
人
数
を
選

び
、
必
要
期
間
、
雇
用
す
る
も
の
で

す
。
登
録
期
間
は
３
年
で
す
。

▼
登
録
資
格

調
理
師
免
許
を
有
す
る
者

▼
勤
務
時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

（
週
３
日
程
度
）

▼
勤
務
場
所

町
内
５
小
学
校

▼
賃
金

時
給
８
５
０
円
〔
通
勤
手
当
は
別
途
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町立図書館 

　　非常勤嘱託職員を募集 産休 
代替 

�申込資格 昭和25年４月２日以降生まれで、司書となる資格があ
る方

�募集人員 １人
�雇用期間 平成22年９月１日～23年３月31日(予定)
�勤務場所 町立図書館
�勤務内容 図書館業務全般
�勤務時間 ◆火～金曜日

午前８時30分～午後５時または午前９時45分～午後
６時15分(シフトによる)
◆土・日曜日
午前８時30分～午後５時または午前８時45分～午後
５時15分(シフトにより毎週土・日いずれか１日勤
務)

�賃　　金 月給18万7500円〔交通費支給(片道２km未満の場合支
給なし)・社会保険加入〕

�申込期間 ８月20日(金)まで(郵送は８月18日(水)必着)
※開館時間外は、受け付けできません。開館時間は裏
表紙をご覧ください。

�申込方法 市販の履歴書(写真付き)・司書資格を証明する書類
(写し可)を直接、または郵送で下記のところへ。
※郵送の場合は、申込受付票を返信するため、80円切
手を貼った封筒に、返信先の郵便番号・住所・氏名
を記入し、同封してください。

�そのほか 選考審査(作文・面接)を行います。
◆日　時　８月23日(月) 午前９時30分から
◆場　所　町立図書館内

○申し込み・問い合わせ
〒619_0285(個別番号)
精華町立図書館 (4 95_1911・6 95_3976)
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This month brings me to my final article for Hanasou. It is

hard to believe that I have only been living and working in

Seika for two years, as I have learned so much about Japan and

myself during my short stay. I will never forget the valuable

experiences and wonderful people I have met.

While I had previously spent a year in Tokyo as a

university student, I was really thankful for the opportunity to

live in a more traditional town rich in culture like Seika, where

I could experience things like the Igomori Festival. It took

some effort getting used to the local dialect, but by living in

these two very different places I have come to appreciate the

multifaceted people, language, and culture of Japan even more.

I would have to say that it has been the people I have met

and worked with which has made living and working in Seika

such a fantastic experience. I have been fortunate enough to

meet people of all ages, from elementary school children to the

elderly at the Kashinokien Day Center, and share stories about

our cultures. At international events, I have been able to cook

and play games while interacting with residents. As an

employee of the town office, I have learned much about

Japanese work ethic and about Seika itself. The people I have

worked with have all been very hospitable. Living in Japan

alone with no family, they have been there when I needed help

or just a home cooked meal. I am indebted to them for the

kindness and support they have shown me.

The time I have spent here has definitely been one of the

most important learning experiences of my life, since most of

my life until now has been spent in schools and this was my

first real full time job. I am glad that this experience was in

Seika. In return, I hope I was able to contribute something to

this town. I look forward to meeting again in the future. Thank

you for reading. 

今月で、私のコラムは最後となりました。この短期間
で、日本、そして自分のことについて、想像したよりも
ずっと多くのことを知るようになったので、精華町で暮
らしたのがたったの２年間とは信じられません。私は、
精華町での貴重な経験や、素晴らしい人たちのことを決
して忘れないでしょう。
大学生のとき、東京に１年間住んだことがありました

が、いごもり祭りなど豊かな文化と伝統のある精華町で
暮らせたことを大変感謝しています。関西弁を理解する
努力が必要でしたが、この２つの大変異なる土地で暮ら
せたことによって、さらに日本の人・言葉・文化の多様
性が分かるようになったように思います。
こんなに素晴らしい経験ができたのは、ここで出会っ

た方々のおかげだと思います。私は、幸運にも小学生か
らデイサービスセンターを利用する年配の方まで、幅広
い年代の方と交流し、お互いの文化の話をしました。そ
して、国際交流の行事では、料理やゲームを通し、多く
の住民の方々と交流することができました。町役場の職
員として、仕事に対する日本人の考え方や精華町のこと
について、たくさん学びました。一緒に仕事をした町役
場の同僚、そのほか関係者の皆さんにも、とてもお世話
になりました。日本で一人で暮らす私に困ったときに手
を差し伸べたり、ホームシックの時に家庭料理をごちそ
うしたりしてくれました。皆さんの優しさと支援に大変
感謝しています。
ここで過ごした時間は、人生のなかで最も大切な時間

の一つです。今までの人生では、ほとんどを学校で過ご
しましたが、精華町での仕事はアルバイト以外の初めて
の仕事で、とても重要な勉強になる経験でした。この経
験が精華町であったことをとても嬉しく思っています。
お返しとして、私は精華町に何か貢献することができた
らと思っています。またどこかで会うことを楽しみにし
ています。最後までご愛読いただき、ありがとうござい
ました。

Thanks for reading! 最後まで読んでくれて、ありがとう！

ドウアティ・ジョナサン(Jonathan Dougherty)
米国ノースカロライナ州出身の27歳。12歳までをカリフォル
ニア州で過ごす。平成20年８月から22年７月まで精華町役場
で第８代国際交流員(CIR)として勤務。主な仕事は、英語版
広報紙「いちご」の製作をはじめとした外国人住民の生活支
援や、学校などでの国際交流活動。
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